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2例共， Kay-ShileyNo.8 disc Valve i乙置換し，
症例1は， 5ヶ月後の現在，経過良好で， CTRは，
術後・術前で75.5%→74%，症例2は， 1.5ヶ月後であ
るが，基本的日常生活に．支障なく，CTRも， 68.8°,
→62.5°；， とI頂調である．人工弁については，最近，同
種弁異種弁についても脚光をあびつつあるが，本教室
にても，実験中であるが，今後の進展に期待すべきも
のがある様に思われる．
3.小児の人工腎透析の経験
岐大人工腎室（第1外科）
島津栄一鈴木貞雄
岡田昭紀
近年，各地にて血液透析の積極的応用により急性腎
不全に対する救命効果が上がっているが小児に於ける
急性腎不全は比較的稀であり血液透折自体も非常に困
難である．我々が最近経験した感冒治療後薬物性腎不
全を来したと思れる4才男児に左大腿動脈，大伏在静
